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こんにちは、岐阜ダルクです。

この度、岐阜ダルクニューズレター発刊の運びとなりました。

私達の活動を少しでも皆様に知っていただける事を願って皆様に

メッセージをお届けしだいと思っています。

どうかよろしくお願いいたします。

雄タルク録駐全問任に希磨って

血糖　滋
ー憤liR下旬．叢書県にタルクも作る義の、購録重な7嘉一ラムが轟かれ

亀吉き・三重にタルクも調糧され露外山さんに震われて論調させていな磨い

た．　線山のゲルクの調が応後にか持つH、アーサー撫一ランド瞳の露憾調

書動で£っ足．

きれからl年がまう．亀吉且タルクに遣い続けていな登山きん部岐阜タILク

の能義に堪られ場噺も蔵置農近くに軸つけられ、強力鯖諸動している種子を

うかがい綱要しまし露．　寄合か禽会いし、機種全教がどうして寄越つから鯵

‘ieの軍．　農機に．外山きん．登山さんまIin鰻重磨ききれ魅任す53c

ceII暮し篤．　今まで、IIう11う尊会の代裏書引き要請．腰きんと〇着鯵い

自分事轟け尊く霧っているとごろです．　しかし．きれ手機の会が誰強に惹n

しこ115轡を見るにつけ．この後8人競も少しは復握っこいるのかき患ってい

蒋∴蒜
鵜

皆さん．とうか、叢書タルク書をにらか．貴録して下さる書きを因って雑種

の織輝ともせこい露磨きます．

橡
隷＊犠



ご支援・ご協力魯訊問とうさぎいます

岐阜タルケ代表選山香

事成1°年leRIBに詑拍鯖雑からの田鶴費嶺暗線「岐阜タルク」が前線

され、早いものでI年が過ぎ暮し磨．　皆機の粛卸すと勘灘の電話弓削1っ購

いです。

タルクの責任喜傍ら寵皐にでき善う燈塔とな加をくくっこいた租でし糎が、

見るのきやるので博大違いでし毎。　とにかくタルクにはお金がaIiませんで

し定から言動資金を真跡る定め毎日と岱な加に会い続け賓寝の粛願いに拭き

暮し縁。　行っ磨耗勺で「大寝です網．大切塔調まですね。頑張って下さい。Jeail

が蹴l言葉をい磨磨き毒し艦が、「さ幕別Ulから、精舎を下さい」と叫び糎かっ糎。

善ん錯ふうにしか、恨め騰思えま？せんでし定．活動賀会が塔か勘1纏まら錨いつ

との不壷とあせ帆利用者も磨り働購いませんでしな和ら馳グラムを一人で請う主

軸し粥で同席泣いたこきでしまう加。

亀吉置・三重・岐阜のタルク副職著、外山さんが「自分も拳のようにしてタルクをや

っこき糎．自分自身の自立の定めに細事玲こと」と言っていましたので．とにかくお

金部露暮らか纏妻ら約1か賦払の問題でi誠釣l。必再観ろ与えられる．私のできる

こと購．ペストを尽くして行動する定竹馬と信じて活動資金のお願いとPR活動をし

制記した。簿ついたら．ゐっめIう間に）露が過ぎていました。苦しい体験をし

なからこぞ、喪優しこく結き5万〇への心からの虚謝、著してタルクに磐がっ艦仲間

の大助さを倉にし粛軍轄じられるように館lほし鳥。近頃膳、人の希陳か曲にふれ

てうれしくそ泣いてIIます。

Cei年間に岐阜タlLウIこぼilo解き超える梱護がゐl惨しな。しかし、塔か将

帥IIヽピIIを喪灯るところに暮雪垂ら降‘叱‘lうの珊瀧です．現在は入前書2名で

抑グラムを行っていまき．

岐阜県でタlLクの活動を理解してい庵磨くのには．割裳髄聴聞がかかるようです．

宿敵・鴨・敵粛・塵震閣僚富とのネサトうーウつく博瑠間組弗、ケル　を遺して多く

の麓櫓散離宮勧告龍できるようこつこつ慮満船していき毒すので、とうか皆蟻の嚇か

い境線・ご協力をようし＜禽願いい足します。

雷管ぞ雷管者智者著雷管雷著者省雷管智者者奇骨雷管者雷管静

薬物依福回復道中にて

萎

窮穐廠髄の嚢です。

環在、厳重タルクで雫田グラムミーティングを受け、著して輔持慮しの回復

をし続けこい毒す。

粛初に入京レ定の謄昨年の5日の革．三重曾ILクにつ塔が日暮し綻．

タルクという臆臓や幕軸に対しその儀な虚という銅鐸を知るごとに塔っ藍。

今思えば、知るききが出果たの謄この時勧請めての竃でした。

善の時の憾憾‥・頓謄マルコXでし定。葉でよれる日々、全課しまと雪線

で家事的iTるごろ．親戚の家で個持合を葦離し、家内を晴蜜し、男一人の

じいさんと取っ組材合い越谷II、じいさん樗龍急事で運ばれ言静が蕗ち約1な。

ふき簿つくと棚や鬼までいな．章毎憲畦不鴫惨事を言っては覆っ電らしい。

親戚の禽ぽきんが嘩ん欝バトか一に乗った。日加っ驚先購、まっすく龍神鰯腕

繕った。”なんで？‘って優紳助垂磨く解るHと、とこにも篭らず縮棚高齢まで

運ばれ庵。　編腕膳違う叶と．糠に馬前に行くことに搭っ縁。還っ毎の儒儒

愉生島です、じいさん掃死ん輝でし定。

善の少し前、鵜の鰍のオシャし鯵ス手嶋高一を経った椿を願がすバスを．よ

れて運転中、藷信号の交差点をクーILに目っ磨つもIiが、拳のままトレーラー

に節つかっていっ磨。巻のままの状語で潰急事に薫って、善の年春巻の揚場か

ら去II、拳のままサヨナラしな事でも天壌や寓意っ糎と思う。　ごれ机つ跨

がる鼻も最適の出稿でし綻．

でも、幻聴や宰紀で、惣っ磨り懇請した上Iで龍や鯵事が自分を馳1．死ぬ思

いや恐鵜で揺り覆っ磨りし足裏や、事もとんとん禰コポつに＄っといき、善人

鯵拭きボつの葦を薫り自ずしか震い微吟塙、色々締過去相宿Ii毒し毎。

今回も頭を丸めることで、丸く繍さめこく懲きい鯵んこ、きれしか需徴も何

も黒い付く事すら樽かっ鰹。社会的信田・家鹿・親・粛人鞍と簿がつくと静鯵

田鶴してい癖。一方．頓を丸めて「紅く粛きめて下きい」樽んこ龍も闘き入れ

鰭いし、柏手にもきれ＄くとも圃程よく丸めないましな．

三重ダルクの雫田グラム惰4日間離山でしなが．薫に3日軌1儀樽
「がさすう轄わJeんで」2日間まで藤を使用していてドnド回、エロエロ燈っ

露I十と、きん鯵事ではき患う武士の心から、あっない鯵いき謄勅Iつつ、前日

謄鞠から亭5－日がウ十島色で時間を償い辿11葺いたので、なくなも．何もか

も創磨るく、えらく圃晴がして、羊ん鯵歴慎劇十郷里勺しく譲ってます．
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4日部遇重、想田糾しクに行く3gに跨った．網能義龍一ムに離日の備両部迎え

に集でくれてilaL糎桝、こう思いましな。
「青書つき轟きう8人鰹鯵裏－」。きろ患い雄がら基い磨耗の電動に韓．スキン

へ1ドの大農が立って‘1事しな．よく鬼樽くすも左右のMから組に意の繊細。

著の人事越ここう霜11事しな。「わきわき日露えこくれきく亡き。嶋田に謄鴫Ii

s事から」軍書に香う患え糎。意も重く鯵っ定日の事でしな。橡の日、巻の

齢鷹から軍両断に青優義が果てるから、一度織揮してと言われ軍師のドア

を掃けこきの義子書重度重機．驚けなくもきっなし、花びらの機に雪目なくも

尊Ilましな．スキさえあれは競う書きいて曇るeeさえ、うっすら書えな

個かたし電している標なし鳥顔、偶も鰭しているのかeきっはIleかII審せん

でし館。タイミシケ響「鴨11ます」とさらしか鯵いき患っ聯It、葦の電機が

議伽白に暮しを、言葉が鵬の上手を重な著の鴨Il　大書で「33でやって弗る

観I7J e言われ、露わすrIヽイ」き寿賀に番えてしまっ糎。

きれ観ろ筒一筆椅電機田タルクききごしな．亀ご53とすべてがさ勺掌忠Il

出にeIlました．農を儀寄せず、色や¢事を嘱目越えなII、さを鯵噺に結っな

り、筒会で競るききも軸物この事でしなし、色々鯵事を接しかごも霊霧震東

職纏い鯵もの部励め軍機じ照れるよう越8着糎きま照しています．

魂柱．鴫車タルクを購．繍強鑑もしこ、ミ一手インケ．されに食事もしなIl

聞きしこ、IJ寄30分から、教具Itleでの25kmを瞳ll、Jllにきびきんで11

ます．竜榊如何な嘉に購ってミ一手インクに出かける．ごね電動も年目やって

いる。農細雪う磨動き、費構すごく亀を鯵善し113と、離し日ごと．持しIIe

ふ色々鯵腰細撒きこし尊くあIIます．

韓にも解り、握鮪に軍艦紳っ亡、且購柵をしそいるとさん鯵事を思い出しま

しき．真によれこ．印し一寸一〇着に軍曹をら鮭で．遣雑事鶴間鷺から遜れ

ようeLt、纏能書下目．露やじ●lItか童顔か、革から事で責っ込んで、さ

らに具の虜軸任で入っ懲り、違中電騰きっeIIして、寄タンの蔓劇たま軸物を

苦れ雷鳴と抽選脚に縛っ雷、田畑馨れる中電一人電築き遊んで5つもll

金台命令令命令命令命令令

弱いからこき美しく

重唱　微

震則ilから見る金華山が美しく紅蓋しています。

岐阜タルクから童Ii握働こう0分機、ヘトへトに寧っ綻自分をいやしてくれる

景色が目の前に広がII、白線の葉蘭らしさに賎勤し＄がら、再びゆっ＜‘i走向

樹舶時．今年の1月請うi5年を鐙と．亀吉畠タルクに遣い絶倒ました。

真樽を償わず過ごし定日々、掴めの頃購自分の生活の中心部鯵か年との闘わIl

でした．ミーティングに定って行きました．合駒ケル一つの〆ずもージにも標

憧鋤に参加しました．クり－シが続く中で、晴々に優先順位が蜜わっこいきま

した．継への箕働な、すっとコシうしすクスを持っていな社会線悔。

ミーティングの回密が減り暮し足。自分の弱きを正直離籍す勘合が織り暮し忠．
“自分謄大丈夫∴　霊前を使っていな頃と同じ館機樽自分に錨っこいましな。

去年から．龍神的忙語ら通人綻11、膿立つこきが＄く鯵っ足り、岳織に膳粛日

昌に人らのが恐く鯵っ定朝、いつも遣っている追加分から解く替りきし綻．
．死に煙く塔い“。　再びタルクに助けを群め毒し磨．岐阜タルクには何回か名

古屋タルクの仲間と集まし烏。　飴めの噴騰あまIi垂れ㊨かっなITと、璽萌に

購高憧静子ロードの絶農事で仲間と一緒に走れるように塔II暮し磨。告の上か

ら、震即日に飛び込ん磨Il、薄雲臓で川を下っ足11、一人で博で重雄いすを仲

間と一緒に笑いやがらできましな。

今、週末、岐阜タルクに行っています。自分がi5年前に亀吉匝タルクで擾験

し定機袴、小さく雷、質しくそ、誉れでもあっ桓かい空間がとこに樗あります。

馳いかろこ孝Iヽイヤーバ9－が見守ってくれる。善ん鯵岐阜ダルクが大脇垂で

す．　おうシティ予の善鮭さん、ピア岐阜のまねさん、あっ賃かい人達に支え

られてi年が経ち毒し定．　これからも小さくこ糞しい鹸畠タルクを食えて下

さり。

＊ピア鹸阜　真持鍬なの脚を奮える家飯・真人の会

岐阜タルクの茄ラシティ可に捗って

宕侮　蔑宗

勧め暮し鼻祖は今年2日から岐阜タルクへおうシティ予としこ

月一土までの午接がら．IIllヒりてロケラムや癖腕での基づも－ジ、鶴霜錨と

で事請肺が無人に6日暮すので、電箇雷、留守手樽との紬をしてl帰す。

電柳．タルク掃きのよう鯵確認が分加らす、本も続ん磨り．岳を調い亡
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命令命令命令命令薫育命令命令命令寄合命令命令命令命令

「薬拍値幅巻向IIIヽヒII雫田グラムK：より回龍を且指す摘録」で、ぽとんとの

費用が献金樽との揺動を受け活動しているごとを知IIました。

巻の磨め、代表の造山さん謄来る日も来る日も寅襲しこ11糎磨iすぎろ鯵散会、

締孜、余震士、掌練辱とを飯田しお願いをしますが．葉絢に対しての織部あ

り、塔か鯵か理麓が得られず、苦しく厳しい概況が飽いています。

きん塔時にも遠山きん惰、性格鶴間るく、筑遣いの人で．人情劇で謹もうい

方ですので、苦しいごとをあくびにも出きれません．

串定、入賄舌の皆さんもりIヽとりうロケラムを毎日休ますこ持し．白線する

驚力を見ると、間違い搭く回頭できるききを確億LeL糎．

柵年きん＄蜜を軸こ．これからも鹸阜タルクから「来鯵くそ川1」と言われ

るまでボランティアを続けて結きないと患います．

岐阜ダルク1年間の主な活動報告

1月　　岐阜県保護司研修会講演

2月　　岐阜県保護司研修会講演

3月　　名古屋市男女平等参画推進センター研修会講演養老更生保護女性部会講演

薬物関連問題研修会

4月　　NAギャザリング参加（オアフ島）大垣信徒会講演　NAPIセミナー参加

6月　　朝日大学法学部ディスカッション　東部西部少年補導員協虞会研修会講演

土岐市民生児童委員協議会縦波　岐阜県遊技場協同統合助成金贈呈式

6月　　土岐市立土岐肥田中学校講演　岐阜市立腸詰中学校講演

7月　　岐阜県立岐南工業高等学校講演　大垣日本キリスト教会婦人部会稽演

ライファーズ試写会

8月　　三重ダルクフォーラム参加　NAワールドコンベンション参加（オアフ島）

岐阜加納教会婦人全寮演

9月　　岐阜カトリック教会婦人部会講演

ダルク後援会会誌　シェルターシンポジューム　岐阜市教育研究所講演

10月　　公明党女性憩負研修会講演

11月　　薬物乱用防止シンポジューム講演　大阪ダルクフォーラム参加

岐阜市立本荘中学校諌潰　岐阜市棺柏保健福祉ボランティア講座講演

岐阜市生徒指導研修会講演　一宮聖公会講演　びわこダルクフォーラム参加

●毎月第2水槌日　午前10＿00～午後16・00　薬物電話相談日

●各務原病院乗物ミーティング参加（毎月）

●慈恵中央病臓恕NAミーティング参加（毎月）

●9月から毎月1回、岐阜笠松刑務所メッセージ始まりました

lNAとはナルコテイクスアノニマスという薬物依存からの回復をめざす自助グループです。

6

献金者名

H15年度－H17年10月分

熊谷仁実　下村静子　二村直美　田中修

中盤純秋　抜上香　須藤八千代　林優

大出忠雄・静枝　日蓮鈴子　中本エリ

見田啓子　菊池削聡　吉川エイジ

穂波万有里　河野俊男　鈴木牧師

サイフェルト・ローマン　佐藤郁子

笠鴫敏　伊藤陽子　竹谷神父　八田栄子

上田千津子　振田耕作　前田まゆみ

吉田和郎　田伏美風　成井尋江　津山昇

三輪一枝　西堀扶美子　岡田千歳

小塩美津　水野依都子　近藤綾子

渡辺雅子　吉原秋枝　永産正一　神山明

鈴木郁雄　太田喜久雄　中村俊男

伊藤幸雄　稲垣嘉則　育井初恵

山田七緒子　岡田喜美江　富永いたる

浅野雅彦　後薩克子　村山和恵

藤田千勢　ひとみ　じゆんこ　N Q

アイ　日比野　名畑　平井　高井　増井

浅野　堀田　小出　山県市保護司・高畠

桑名フイオレツティ・林息子

フィット薬局・中田周三　各務原病院・

天野宏一　郎加教会・中横紋筋

慈恵中央病院・四十壊能桂　川原理

朝日大学法学部・大野正博

ビア岐阜　養老女性部会　ドムクスしず

おか　名古屋ダルク後援会　愛知家族会

大垣日本キリスト教会　豊田垂心教会

サンバレー各務野ティサービス職員一同

キリスト信徒集会所・ペダニアホーム

カトリック春日井教会　聖心布教会

江南カトリック教会　カトリック粛厳守

教会　カトリック東山教会

カトリック南山教会　平針カトリック教

会　大垣キリスト教会　小牧カトリック

教会　春日井修道院　押切カトリック教

会　岐阜カトリック教会女性部会　岐阜

カトリック薮会　いのちの泉教会　日本

聖公会岐阜聖パウロ教会　インマヌエル

岐阜キリスト教会　カトリック弥富教会

SDA岐阜キリスト教会　慈恵中央病院職

員有志一同　尾西カトリック教会

日本キリスト教会岐阜教会　西濃地域保

健所揖斐センター　カトリック東山教会

カトリック大垣教会　カトリック瀬戸教

会　カトリック岡崎教会　カトリック一

宮教会　犬山教会・井上二郎　聖マリア

無原罪修道会Iヵトリック各務原教会

カトリック美濃加茂教会　他匿名の皆様

（敬称略　順不同）

献品者名

松浦良昭　ちか　津山昇　アイ　林隆雄

穂波万有里　藤田千勢　笠崎敏　林昇

宮本窟明・伶子

日本聖公会岐阜聖パウロ教会・伊藤幸雄

（敬称略　順不同）

助成金

中日新聞社会事業団　岐阜支部

岐阜県遊技場協同姐合

●　ダルクの設立期間よりたくさんの皆様

からご献金とご献品をいただきまして、

誠にありがとうございます。　お名前に

漏れ・誤字がございましたら、恐れ入り

ますがダルクまでご一報をお願いいたし

ます。引き続き、皆様のご支援を

心からお願い申し上げます。
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献金のお願い 

ダルクは皆様の善意の寄付によって支えられています。しかしながら、薬物依存症には 

編集後記

創刊号の継っぅしんはいかがでしたでしょうか？

構想からはや赦ヶ月を経て、やっと皆様のお手元に私どものメッセージをお届けすること

ができました。　ご意見、ご感想をぜひお聞かせ下さい。

岐阜ダルクは皆さんのご支援を嵐として、1周年のフォーラムを無事迎えることができま

した。　これからも、きっと色々な仲間が登場し、そして、様々な駐機が与えられるでし

ょう。　先日、ダルクの仲間と一緒に長良川のロードコースをマラソンしました。　一人

では出来ないことが、仲間となら経験することができることを実感しました。　いつも、

仲間の成長を羨んだり、楽しんだりして、このダルクの成長と共に私自身も色々なことが

与えられ、成長させていただいていることにとても戚蛸しています。　ダルクの仲間たち

は沢山の気づさを与えてくれます。　そして、とても　柏様に遜離れた人達なのだと思っ

ています。

仲間へ　ありがとう。　そして、　YOU ARE LOVEDi　☆　☆　☆（黒猫じじ）

髄っうしん創刊号

★編集　　岐阜ダルク

〒m8176　岐阜市長住町7－3
”IEIJRAX：058－251・6922

郵便振智口座　00840－6－167752　岐阜ダルク後援会

銀行撮脊口座　十六銀行　問屋町支店　普通1郷1434　岐阜ダルク　代表　遠山　香

★　定価　一部・100円

★　相集責任者　遠山　香

★発行者岐阜ダルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶8m

8　　　　　　　詳

細脚的琳細的鮒的枇抑制蛸眺


